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を
廃
業
し
て
い
る
か
ら
、
上
記
各
処
分

の
取
消
を
求
め
る
法
律
上
の
利
益
は
失

わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
損
害
賠
償
請
求

に
つ
い
て
は
、
被
上
告
人
は
上
告
人
に

対
し
そ
の
営
業
上
の
利
益
に
配
慮
し
こ

れ
を
保
護
す
べ
き
義
務
を
負
う
か
ら
、

本
件
更
新
処
分
の
違
法
性
の
有
無
等
に

つ
い
て
さ
ら
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た

め
原
審
に
差
し
戻
す
。

【
関
連
法
規
】	

行
政
事
件
訴
訟
法
９

条
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律

４
条
１
項
、同
法
６
条
、

同
法
６
条
の
２
第
１

項
、
同
法
７
条
１
項
な

い
し
13
項
、
同
法
施
行

規
則
２
条
の
２
、
同
法

施
行
規
則
２
条
の
４

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
の
う
ち
損
害
賠
償
請
求

に
係
る
部
分
を
破
棄
す
る
。

２　

前
項
の
部
分
に
つ
き
、
本
件
を

名
古
屋
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
す
。

３　

上
告
人
の
そ
の
余
の
上
告
を
棄

却
す
る
。

４　

前
項
に
関
す
る
上
告
費
用
は
上

告
人
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
湯
川
二
朗
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
小
浜
市
長
か
ら
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、
後
記
の
改
正
の
前
後
を
通
じ

て
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。）
に

基
づ
く
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許

可
及
び
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る
上
告

人
が
、
同
市
長
に
よ
り
同
法
に
基
づ
い

て
有
限
会
社
Ｂ（
以
下「
Ｂ
」と
い
う
。）

に
対
す
る
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の

許
可
更
新
処
分
並
び
に
被
上
告
補
助
参

加
人
に
対
す
る
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
及
び
一
般
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
更

新
処
分
が
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
被
上

告
人
を
相
手
に
、
上
記
両
名
に
対
す
る

上
記
各
許
可
更
新
処
分
は
違
法
で
あ
る

と
主
張
し
て
そ
れ
ら
の
取
消
し
を
求
め

る
と
と
も
に
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
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等
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損
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件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

平
成
26
年

１
月
28
日
判
決　

平
成
23
年
（
行
ヒ
）

第
３
３
２
号
裁
判
所
時
報
１
５
９
６
号

３
頁　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

差
し
戻
し
・
棄
却

一
審　

不
明

二
審　

名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
平
成
23

年
６
月
１
日
判
決　

平
成
22
年（
行
コ
）

16
号

行
政
一
部
勝
訴
、
一
部
敗
訴

（
要
旨
）

市
町
村
長
か
ら
一
定
の
区
域
に
つ
き

既
に
廃
棄
物
処
理
法
７
条
に
基
づ
く
一

般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
又
は
そ
の
更

新
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
区
域
を

対
象
と
し
て
他
の
者
に
対
し
て
さ
れ
た

一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
処
分
又
は

許
可
更
新
処
分
に
つ
い
て
、
そ
の
取
消

を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
利
益
を
有

す
る
者
と
し
て
、
そ
の
取
消
訴
訟
に
お

け
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
の
、
上

告
人
は
既
に
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
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に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
。

２　

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
上
告
人
は
、
昭
和
33
年
１
月

28
日
に
有
限
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、

福
井
県
小
浜
市
に
本
店
を
置
く
一
般
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
、
し
尿
浄
化
槽
及
び

そ
の
他
衛
生
処
理
施
設
の
清
掃
及
び
保

守
点
検
等
を
業
と
す
る
会
社
で
あ
る
。

Ｂ
は
、
平
成
13
年
７
月
11
日
に
有
限

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
小
浜
市
に
本

店
を
置
く
一
般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
等
を
業
と
す
る
会
社
で

あ
る
。
被
上
告
補
助
参
加
人
は
、
平
成

８
年
11
月
26
日
に
有
限
会
社
と
し
て
設

立
さ
れ
、
兵
庫
県
西
脇
市
に
本
店
を
置

く
古
紙
の
収
集
及
び
販
売
並
び
に
一
般

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
処
理
等
を

業
と
す
る
会
社
で
あ
る
。

（
２
）
上
告
人
は
、
昭
和
56
年
４
月
、

小
浜
市
長
か
ら
、
廃
棄
物
処
理
法
（
平

成
３
年
法
律
第
95
号
に
よ
る
改
正
前
の

も
の
）
７
条
１
項
に
基
づ
き
、
小
浜
市

全
域
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
ご

み
、
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
運

搬
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
の
許
可
を
受

量
の
項
目
に
年
間
２
万
１
０
３
０
ト
ン

と
記
載
さ
れ
、
処
理
主
体
の
項
目
に
廃

棄
物
処
理
法
７
条
に
基
づ
く
許
可
を
受

け
た
上
告
人
、
Ｂ
ほ
か
２
社
の
業
者
名

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

小
浜
市
長
は
、
被
上
告
補
助
参
加
人

に
対
し
、平
成
16
年
４
月
１
日
付
け
で
、

廃
棄
物
処
理
法
７
条
１
項
及
び
６
項
に

基
づ
き
、
同
日
か
ら
同
18
年
３
月
31
日

ま
で
小
浜
市
全
域
に
お
い
て
一
般
廃
棄

物
の
う
ち
ご
み
の
収
集
運
搬
を
業
と
し

て
行
う
こ
と
を
許
可
す
る
処
分
及
び
そ

の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
許
可

す
る
処
分
を
し
、
そ
の
後
、
上
記
各
許

可
を
更
新
す
る
処
分
を
繰
り
返
し
行

い
、
平
成
22
年
３
月
30
日
付
け
で
、
同

年
４
月
１
日
か
ら
同
24
年
３
月
31
日
ま

で
上
記
各
許
可
を
更
新
す
る
処
分
を
し

た
（
以
下
「
本
件
更
新
処
分
２
」
と
い

い
、
本
件
更
新
処
分
１
と
併
せ
て
「
本

件
各
更
新
処
分
」
と
い
う
。）。

３　

原
審
は
、
要
旨
、
次
の
と
お
り

判
断
し
て
、
上
告
人
は
本
件
各
更
新
処

分
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有

し
な
い
と
し
て
こ
れ
ら
の
取
消
請
求
に

係
る
訴
え
を
却
下
す
べ
き
も
の
と
し
、

国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

を
棄
却
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

廃
棄
物
処
理
法
７
条
は
、
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
又
は
一
般
廃
棄
物
処
分

業
（
以
下
、
併
せ
て
「
一
般
廃
棄
物
処

理
業
」
と
い
う
。）
の
許
可
に
お
い
て
、

そ
の
許
可
の
申
請
を
す
る
者
が
一
般
廃

棄
物
処
理
業
を
的
確
に
か
つ
継
続
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
経
済
的
基
盤
を
有

す
る
こ
と
を
そ
の
要
件
と
し
て
い
る
が

（
同
条
５
項
３
号
、
10
項
３
号
）、
そ
の

目
的
は
あ
く
ま
で
も
市
町
村
の
固
有
の

事
務
で
あ
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
の
継

続
的
か
つ
安
定
的
な
実
施
や
当
該
市
町

村
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
に
支
障

が
生
ず
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
に
あ

り
、
同
条
に
基
づ
く
一
般
廃
棄
物
処
理

業
の
許
可
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
た
者

（
以
下
「
許
可
業
者
」
と
い
う
。）
の
営

業
上
の
利
益
を
個
別
的
利
益
と
し
て
保

護
す
る
趣
旨
を
含
む
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
上
告
人
は
本
件
各
更
新
処
分
の
取

消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
被
上
告
人
は
上

告
人
に
対
し
て
そ
の
営
業
上
の
利
益
に

配
慮
し
こ
れ
を
保
護
す
べ
き
義
務
を
負

う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
上
告

人
の
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償

け
、
そ
の
後
、
数
次
に
わ
た
り
上
記
許

可
の
更
新
を
受
け
て
い
る
。

（
３
）
被
上
告
人
が
一
般
廃
棄
物
の

処
理
に
係
る
事
業
を
計
画
的
に
遂
行
す

る
た
め
に
作
成
さ
れ
る
平
成
13
年
度
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
書
に
お
い
て
は
、

ご
み
の
処
理
に
関
し
、
類
型
別
排
出
量

の
項
目
に
年
間
２
万
７
４
０
ト
ン
と
記

載
さ
れ
、
処
理
主
体
の
項
目
に
廃
棄
物

処
理
法
７
条
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た

上
告
人
ほ
か
２
社
の
業
者
名
が
記
載
さ

れ
て
い
た
。

小
浜
市
長
は
、
Ｂ
に
対
し
、
平
成
13

年
10
月
１
日
付
け
で
、
廃
棄
物
処
理
法

７
条
１
項
に
基
づ
き
、
同
日
か
ら
同
15

年
３
月
31
日
ま
で
小
浜
市
全
域
に
お
い

て
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
ご
み
等
の
収
集

運
搬
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
許
可
す

る
処
分
を
し
、
そ
の
後
、
上
記
許
可
を

更
新
す
る
処
分
を
繰
り
返
し
行
い
、
平

成
21
年
３
月
31
日
付
け
で
、
同
年
４
月

１
日
か
ら
同
23
年
３
月
31
日
ま
で
上
記

許
可
を
更
新
す
る
処
分
を
し
た
（
以
下

「
本
件
更
新
処
分
１
」
と
い
う
。）。

（
４
）
被
上
告
人
の
平
成
16
年
度
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
書
に
お
い
て
は
、

ご
み
の
処
理
に-

関
し
、
類
型
別
排
出



109◆自治体法務研究 2014・冬

請
求
は
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断

す
る
ま
で
も
な
く
理
由
が
な
い
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
の
う
ち
、
本
件
各
更
新
処
分
の
取

消
し
を
求
め
る
訴
え
を
不
適
法
と
し
て

却
下
し
た
部
分
は
結
論
に
お
い
て
是
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
余
の
部

分
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
行
政
事
件
訴
訟
法
９
条
は
、

取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
規
定

す
る
が
、
同
条
１
項
に
い
う
当
該
処
分

の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
「
法
律
上

の
利
益
を
有
す
る
者
」
と
は
、
当
該
処

分
に
よ
り
自
己
の
権
利
若
し
く
は
法
律

上
保
護
さ
れ
た
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又

は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
者
を
い
う
の
で
あ
り
、
当
該
処
分
を

定
め
た
行
政
法
規
が
、
不
特
定
多
数
者

の
具
体
的
利
益
を
専
ら
一
般
的
公
益
の

中
に
吸
収
解
消
さ
せ
る
に
と
ど
め
ず
、

そ
れ
が
帰
属
す
る
個
々
人
の
個
別
的
利

益
と
し
て
も
こ
れ
を
保
護
す
べ
き
も
の

と
す
る
趣
旨
を
含
む
と
解
さ
れ
る
場
合

に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
も
こ
こ
に
い

う
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
に
当
た

り
、
当
該
処
分
に
よ
り
こ
れ
を
侵
害
さ

告
人
が
本
件
各
更
新
処
分
の
取
消
し
を

求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

ア　

廃
棄
物
処
理
法
は
、
廃
棄
物
の

適
正
な
収
集
運
搬
、
処
分
等
の
処
理
を

し
、
生
活
環
境
を
清
潔
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
規
制
を

定
め
て
い
る
（
同
法
１
条
）。

市
町
村
は
、一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
、

そ
の
区
域
内
に
お
け
る
収
集
運
搬
及
び

処
分
に
関
す
る
事
業
の
実
施
を
そ
の
責

務
と
し
、
計
画
的
に
事
業
を
遂
行
す
る

た
め
に
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
を
定

め
、
こ
れ
に
従
っ
て
一
般
廃
棄
物
の
処

理
を
自
ら
行
い
、
又
は
市
町
村
以
外
の

者
に
委
託
し
若
し
く
は
許
可
を
与
え
て

行
わ
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
廃
棄

物
処
理
法
４
条
１
項
、
６
条
、
６
条
の

２
、７
条
１
項
）、
市
町
村
以
外
の
者
に

対
す
る
市
町
村
長
の
一
般
廃
棄
物
処
理

業
の
許
可
又
は
そ
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
当
該
市
町
村
に
よ
る
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
又
は
処
分
が
困
難
で
あ
る

こ
と
（
同
法
７
条
５
項
１
号
、
10
項
１

号
）
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に

は
、
一
般
廃
棄
物
の
発
生
量
及
び
処
理

量
の
見
込
み
（
同
法
６
条
２
項
１
号
）、

一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
及
び
こ
れ

を
実
施
す
る
者
に
関
す
る
基
本
的
事
項

（
同
項
４
号
）
等
を
定
め
る
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許

可
又
は
そ
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
そ
の

申
請
の
内
容
が
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
同
法

７
条
５
項
２
号
、
10
項
２
号
）
が
要
件

と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
及
び
処
分
に
関
す
る
政
令
で

定
め
る
基
準
に
従
っ
て
処
理
が
行
わ
れ

る
べ
き
こ
と（
同
法
６
条
の
２
第
２
項
、

７
条
13
項
）
や
、
施
設
及
び
申
請
者
の

能
力
が
そ
の
事
業
を
的
確
に
か
つ
継
続

し
て
行
う
に
足
り
る
も
の
と
し
て
環
境

省
令
で
定
め
る
経
理
的
基
礎
そ
の
他
の

基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
同
法
７
条
５
項
３
号
、
10
項
３
号
、

同
法
施
行
規
則
２
条
の
２
及
び
２
条
の

４
）
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許

可
又
は
そ
の
更
新
が
さ
れ
る
場
合
に
お

い
て
も
、
市
町
村
長
は
、
こ
れ
ら
の
処

分
の
際
に
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な

れ
又
は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
の
取
消
訴
訟

に
お
け
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
処
分
の

相
手
方
以
外
の
者
に
つ
い
て
上
記
の
法

律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
の
有
無
を
判
断

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処
分
の
根

拠
と
な
る
法
令
の
規
定
の
文
言
の
み
に

よ
る
こ
と
な
く
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及

び
目
的
並
び
に
当
該
処
分
に
お
い
て
考

慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質

を
考
慮
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
を
考
慮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
当
該
法
令
と
目
的
を

共
通
に
す
る
関
係
法
令
が
あ
る
と
き
は

そ
の
趣
旨
及
び
目
的
を
も
参
酌
し
、
当

該
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処
分
が
そ
の
根

拠
と
な
る
法
令
に
違
反
し
て
さ
れ
た
場

合
に
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
益
の
内

容
及
び
性
質
並
び
に
こ
れ
が
害
さ
れ
る

態
様
及
び
程
度
を
も
勘
案
す
べ
き
も
の

で
あ
る
（
同
条
２
項
、
最
高
裁
平
成
16

年
（
行
ヒ
）
第
１
１
４
号
同
17
年
12
月

７
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
59
巻
10
号

２
６
４
５
頁
参
照
）。

（
２
）
上
記
の
見
地
に
立
っ
て
、
上
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条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
（
廃
棄
物
処

理
法
７
条
11
項
）、
許
可
業
者
が
同
法

の
規
定
又
は
上
記
の
条
件
に
違
反
し
た

と
き
等
に
は
事
業
停
止
命
令
や
許
可
取

消
処
分
を
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り

（
同
法
７
条
の
３
、７
条
の
４
）、
ま
た
、

許
可
業
者
が
廃
業
す
る
に
は
市
町
村
長

に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
同
法

７
条
の
２
第
３
項
）、
許
可
業
者
が
行

う
事
業
の
料
金
は
、
市
町
村
が
自
ら
行

う
事
業
と
競
合
す
る
場
合
に
は
条
例
で

定
め
る
上
限
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
（
同
法
７
条
12
項
）
と
さ
れ
る
な
ど
、

許
可
業
者
は
、
市
町
村
に
よ
る
所
定
の

規
制
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

イ　
（
ア
）
一
般
廃
棄
物
処
理
業
は
、

市
町
村
の
住
民
の
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
そ
の

遂
行
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
市

町
村
の
区
域
の
衛
生
や
環
境
が
悪
化
す

る
事
態
を
招
来
し
、
ひ
い
て
は
一
定
の

範
囲
で
市
町
村
の
住
民
の
健
康
や
生
活

環
境
に
被
害
や
影
響
が
及
ぶ
危
険
が
生

じ
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
正
な

運
営
が
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
確
保
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
上
、
一
般
廃
棄
物
は

人
口
等
に
応
じ
て
お
お
む
ね
そ
の
発
生

え
て
事
業
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て

も
、
一
般
廃
棄
物
の
発
生
量
及
び
処
理

量
の
見
込
み
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
適
正

に
処
理
す
る
実
施
主
体
等
を
定
め
る
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
適
合
す
る
こ
と

等
の
許
可
要
件
に
関
す
る
市
町
村
長
の

判
断
を
通
じ
て
、
許
可
業
者
の
濫
立
等

に
よ
っ
て
事
業
の
適
正
な
運
営
が
害
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
般
廃
棄
物

処
理
業
の
需
給
状
況
の
調
整
が
図
ら
れ

る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と

い
え
る
。
そ
し
て
、
許
可
業
者
が
収
集

運
搬
又
は
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

区
域
は
当
該
市
町
村
又
は
そ
の
一
部
の

区
域
内
（
廃
棄
物
処
理
法
７
条
11
項
）

に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
区
域
を
対
象
と
し
て
上
記
の
需
給
状

況
の
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

（
イ
）
ま
た
、
市
町
村
長
が
一
般
廃

棄
物
処
理
業
の
許
可
を
与
え
得
る
の

は
、
当
該
市
町
村
に
よ
る
一
般
廃
棄
物

の
処
理
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
一
般
廃
棄
物
の
処

理
が
本
来
的
に
は
市
町
村
が
そ
の
責
任

に
お
い
て
自
ら
実
施
す
べ
き
事
業
で
あ

る
た
め
、
そ
の
処
理
能
力
の
限
界
等
の

た
め
に
市
町
村
以
外
の
者
に
行
わ
せ
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
初
め
て
そ
の
事
業

の
許
可
を
与
え
得
る
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
上
記
の
と
お

り
一
定
の
区
域
内
の
一
般
廃
棄
物
の
発

生
量
に
応
じ
た
需
給
状
況
の
下
に
お
け

る
適
正
な
処
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
等

か
ら
す
れ
ば
、
廃
棄
物
処
理
法
に
お
い

て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
は
、
専
ら
自

由
競
争
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
性
格
の
事

業
と
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の

と
い
え
る
。

（
ウ
）
そ
し
て
、
市
町
村
長
か
ら
一

定
の
区
域
に
つ
き
既
に
一
般
廃
棄
物
処

理
業
の
許
可
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て

い
る
者
が
あ
る
場
合
に
、
当
該
区
域
を

対
象
と
し
て
他
の
者
に
対
し
て
さ
れ
た

一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
又
は
そ
の

更
新
が
、
当
該
区
域
に
お
け
る
需
給
の

均
衡
及
び
そ
の
変
動
に
よ
る
既
存
の
許

可
業
者
の
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

適
切
な
考
慮
を
欠
く
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
許
可
業
者
の
濫
立
に
よ
り
需
給
の

均
衡
が
損
な
わ
れ
、
そ
の
経
営
が
悪
化

し
て
事
業
の
適
正
な
運
営
が
害
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
当
該
区
域
の
衛
生
や
環
境

が
悪
化
す
る
事
態
を
招
来
し
、
ひ
い
て

量
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
業
務
量
に
は
一

定
の
限
界
が
あ
る
。廃
棄
物
処
理
法
が
、

業
務
量
の
見
込
み
に
応
じ
た
計
画
的
な

処
理
に
よ
る
適
正
な
事
業
の
遂
行
の
確

保
に
つ
い
て
の
統
括
的
な
責
任
を
市
町

村
に
負
わ
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う

な
事
業
の
遂
行
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な

い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
既
存
の
許

可
業
者
に
よ
っ
て
一
般
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏

ま
え
て
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
が
作
成

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、市
町
村
長
は
、

そ
れ
以
外
の
者
か
ら
の
一
般
廃
棄
物
処

理
業
の
許
可
又
は
そ
の
更
新
の
申
請
に

つ
き
、
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

継
続
的
か
つ
安
定
的
に
実
施
さ
せ
る
た

め
に
は
既
存
の
許
可
業
者
の
み
に
引
き

続
き
こ
れ
を
行
わ
せ
る
の
が
相
当
で
あ

り
、
当
該
申
請
の
内
容
が
当
該
一
般
廃

棄
物
処
理
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
不
許
可

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ

る
（
最
高
裁
平
成
14
年
（
行
ヒ
）
第

３
１
２
号
同
16
年
１
月
15
日
第
一
小
法

廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
２
１
３
号

２
４
１
頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
市

町
村
が
市
町
村
以
外
の
者
に
許
可
を
与
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は
一
定
の
範
囲
で
当
該
区
域
の
住
民
の

健
康
や
生
活
環
境
に
被
害
や
影
響
が
及

ぶ
危
険
が
生
じ
得
る
も
の
と
い
え
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
又
は
そ
の

更
新
の
許
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、

上
記
の
よ
う
に
、
そ
の
申
請
者
の
能
力

の
適
否
を
含
め
、
一
定
の
区
域
に
お
け

る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
が
そ
の
発
生
量

に
応
じ
た
需
給
状
況
の
下
に
お
い
て
当

該
区
域
の
全
体
に
わ
た
っ
て
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
る
か
否
か
を

審
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
事
柄
の
性
質
上
、

市
町
村
長
に
一
定
の
裁
量
が
与
え
ら
れ

て
い
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
廃
棄
物

処
理
法
は
、
上
記
の
よ
う
な
事
態
を
避

け
る
た
め
、
前
記
の
よ
う
な
需
給
状
況

の
調
整
に
係
る
規
制
の
仕
組
み
を
設
け

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
廃
棄
物

処
理
計
画
と
の
適
合
性
等
に
係
る
許
可

要
件
に
関
す
る
市
町
村
長
の
判
断
に
当

た
っ
て
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
区
域
に

お
け
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
適
正
な

運
営
が
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
確
保
さ

れ
る
よ
う
に
、
当
該
区
域
に
お
け
る
需

給
の
均
衡
及
び
そ
の
変
動
に
よ
る
既
存

の
許
可
業
者
の
事
業
へ
の
影
響
を
適
切

を
個
々
の
既
存
の
許
可
業
者
の
個
別
的

利
益
と
し
て
も
保
護
す
べ
き
も
の
と
す

る
趣
旨
を
含
む
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
町
村
長
か
ら

一
定
の
区
域
に
つ
き
既
に
廃
棄
物
処
理

法
７
条
に
基
づ
く
一
般
廃
棄
物
処
理
業

の
許
可
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る

者
は
、
当
該
区
域
を
対
象
と
し
て
他
の

者
に
対
し
て
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
処
理

業
の
許
可
処
分
又
は
許
可
更
新
処
分
に

つ
い
て
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ

き
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
と
し

て
、
そ
の
取
消
訴
訟
に
お
け
る
原
告
適

格
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。エ　

廃
棄
物
処
理
法
に
お
い
て
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
と
一
般
廃
棄
物
処

分
業
と
は
別
途
の
許
可
の
対
象
と
さ

れ
、
各
別
に
需
給
状
況
の
調
整
等
が
図

ら
れ
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
、
上
告
人
は
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
及
び

そ
の
更
新
を
受
け
て
い
る
既
存
の
許
可

業
者
で
あ
る
か
ら
、
本
件
更
新
処
分
１

及
び
本
件
更
新
処
分
２
の
う
ち
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
更
新
処
分
に

つ
い
て
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告

適
格
を
有
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
他
方
、
上
告
人
は
、
一
般
廃

棄
物
処
分
業
の
許
可
又
は
そ
の
更
新
を

受
け
て
い
な
い
か
ら
、
本
件
更
新
処
分

２
の
う
ち
一
般
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可

更
新
処
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
消
し

を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
し
な
い
。

（
３
）
次
に
、
上
告
人
の
国
家
賠
償

法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

は
、
原
審
は
、
前
記
３
の
と
お
り
、
廃

棄
物
処
理
法
は
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
者
及
び
一
般
廃
棄
物
処
分
業
者
の
営

業
上
の
利
益
を
個
別
的
利
益
と
し
て
保

護
す
る
趣
旨
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と

し
た
上
で
、
被
上
告
人
は
上
告
人
に
対

し
て
そ
の
営
業
上
の
利
益
に
配
慮
し
こ

れ
を
保
護
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
で

は
な
い
と
し
て
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い

て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
上
記
請
求
を

棄
却
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
以
上
に
説
示

し
た
と
こ
ろ
に
照
ら
せ
ば
、
被
上
告
人

が
上
告
人
に
対
し
て
上
記
の
よ
う
な
義

務
を
お
よ
そ
負
っ
て
い
な
い
と
は
い
え

な
い
か
ら
、
原
判
決
に
は
審
理
不
尽
の

違
法
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

５
（
１
）
以
上
の
と
お
り
、
原
審
の

判
断
の
う
ち
、
本
件
更
新
処
分
１
及
び

に
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ウ　

以
上
の
よ
う
な
一
般
廃
棄
物
処

理
業
に
関
す
る
需
給
状
況
の
調
整
に
係

る
規
制
の
仕
組
み
及
び
内
容
、
そ
の
規

制
に
係
る
廃
棄
物
処
理
法
の
趣
旨
及
び

目
的
、
一
般
廃
棄
物
処
理
の
事
業
の
性

質
、
そ
の
事
業
に
係
る
許
可
の
性
質
及

び
内
容
等
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
廃
棄

物
処
理
法
は
、
市
町
村
長
か
ら
一
定
の

区
域
に
つ
き
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許

可
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
て
市
町
村
に

代
わ
っ
て
こ
れ
を
行
う
許
可
業
者
に
つ

い
て
、
当
該
区
域
に
お
け
る
需
給
の
均

衡
が
損
な
わ
れ
、
そ
の
事
業
の
適
正
な

運
営
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
前
記
の

よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
、
上
記
の
規
制
を
設
け
て
い

る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、同
法
は
、

他
の
者
か
ら
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の

許
可
又
は
そ
の
更
新
の
申
請
に
対
し
て

市
町
村
長
が
上
記
の
よ
う
に
既
存
の
許

可
業
者
の
事
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て

そ
の
許
否
を
判
断
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
当
該
区
域
の
衛
生
や
環
境
を
保
持

す
る
上
で
そ
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
事
業
に
係
る
営
業
上
の
利
益
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本
件
更
新
処
分
２
の
う
ち
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
の
許
可
更
新
処
分
の
取
消

請
求
並
び
に
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
部

分
に
は
、
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た

違
法
が
あ
る
。

（
２
）
し
か
し
な
が
ら
、
記
録
に
よ

れ
ば
、
上
告
人
は
、
平
成
25
年
５
月
８

日
に
小
浜
市
長
に
対
し
て
廃
棄
物
処
理

法
７
条
の
２
第
３
項
に
基
づ
き
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
を
廃
業
す
る
旨
を
届

け
出
た
上
で
同
年
６
月
に
廃
業
し
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
上
告
人
が

上
記
各
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
法
律

上
の
利
益
は
失
わ
れ
た
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、前
記
４
（
２
）

エ
の
と
お
り
、
本
件
更
新
処
分
２
の
う

ち
一
般
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
更
新
処

分
の
取
消
請
求
に
係
る
訴
え
は
当
初
か

ら
原
告
適
格
を
欠
い
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
本
件
各
更
新
処
分
の
取
消
請
求

に
係
る
訴
え
を
い
ず
れ
も
却
下
す
べ
き

も
の
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
結
論
に

お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
点
に
関
す
る
論
旨
は
、
結
局
、
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。し
た
が
っ
て
、

原
判
決
の
う
ち
後
記
（
３
）
の
破
棄
部

分
以
外
の
部
分
に
係
る
上
告
は
、
こ
れ

審
判
決
に
対
す
る
上
告
申
立
て
に
対
し
、

貸
金
業
法
４
条
１
項
２
号
に
お
い
て
定

義
づ
け
さ
れ
た
「
役
員
」
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
同
法
６
条
１
項
９
号
の
「
役

員
」
に
監
査
役
は
含
ま
れ
な
い
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

貸
金
業
者
の
監
査
役
が
「
役
員
」
に
該

当
す
る
と
し
て
な
さ
れ
た
本
件
拒
否
処

分
及
び
本
件
取
消
処
分
は
い
ず
れ
も
違

法
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た

事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

貸
金
業
法
４
条
１
項
２

号
、
６
条
１
項
９
号

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
村
田
勝
彦
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
に
つ
い
て

を
棄
却
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
３
）
他
方
、
原
審
の
判
断
の
う
ち

損
害
賠
償
請
求
に
係
る
部
分
に
関
す
る

論
旨
は
前
記
４
（
３	

）
と
同
旨
を
い

う
も
の
と
し
て
理
由
が
あ
り
、
原
判
決

の
う
ち
同
請
求
に
係
る
部
分
は
破
棄
を

免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
本
件
各
更
新
処

分
の
違
法
性
の
有
無
等
に
つ
い
て
更
に

審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
上
記
の
部

分
に
つ
き
、
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
す

こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

岡
部
喜
代
子　

裁
判
官　

大
谷
剛
彦　

裁
判
官　

寺
田

逸
郎　

裁
判
官　

大
橋
正
春　

裁
判
官

木
内
道
祥
）

貸
金
業
者
登
録
拒
否
処
分
取

消
等
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷　

平
成
26
年

７
月
18
日
判
決　

平
成
24
年
（
行
ヒ
）

第
４
５
９
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
告
棄
却

一
審　

不
明

二
審　

大
阪
高
等
裁
判
所
平
成
24
年
９

月
14
日
判
決　

平
成
24
年
（
行
コ
）
第

９
号

行
政
敗
訴

（
要
旨
）

被
上
告
人
で
あ
る
貸
金
業
者
が
、
大

阪
府
知
事
に
対
し
貸
金
業
登
録
の
更
新

を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
府
知
事
は

貸
金
業
の
監
査
役
が
執
行
猶
予
付
き
禁

固
刑
の
判
決
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
、
右
申
請
を
拒
否
す
る
旨
の
処
分

（
以
下
「
本
件
拒
否
処
分
」
と
い
う
。）

及
び
貸
金
業
の
登
録
を
取
り
消
す
旨
の

処
分（
以
下「
本
件
取
消
処
分
」と
い
う
。）

を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
、
被
上
告
人
で

あ
る
貸
金
業
者
が
、
本
件
拒
否
処
分
及

び
本
件
取
消
処
分
の
取
消
を
認
め
た
原
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１　

本
件
は
、
貸
金
業
法
３
条
所
定

の
登
録
（
以
下
「
貸
金
業
登
録
」
と
い

う
。）
を
受
け
た
貸
金
業
者
で
あ
る
被

上
告
人
が
、
大
阪
府
知
事
に
対
し
貸
金

業
登
録
の
更
新
の
申
請
を
し
た
と
こ

ろ
、
大
阪
府
知
事
か
ら
、
被
上
告
人
の

監
査
役
が
執
行
猶
予
付
き
禁
錮
刑
の
判

決
を
受
け
て
お
り
、
被
上
告
人
は
法
人

の
役
員
に
同
法
６
条
１
項
４
号
に
該
当

す
る
者
の
あ
る
こ
と
を
貸
金
業
登
録
の

拒
否
事
由
及
び
取
消
事
由
と
す
る
旨
を

定
め
る
同
項
９
号
及
び
同
法
24
条
の
６

の
５
第
１
項
１
号
に
該
当
す
る
と
し

て
、
上
記
申
請
を
拒
否
す
る
旨
の
処
分

（
以
下
「
本
件
拒
否
処
分
」
と
い
う
。）

及
び
貸
金
業
登
録
を
取
り
消
す
旨
の
処

分（
以
下「
本
件
取
消
処
分
」と
い
う
。）

を
受
け
た
た
め
、
監
査
役
は
同
法
６
条

１
項
９
号
の
役
員
に
含
ま
れ
ず
、
被
上

告
人
は
同
号
及
び
同
法
２
４
条
の
６
の

５
第
１
項
１
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
な
ど
と
主
張
し
て
、
本
件
拒
否
処

分
及
び
本
件
取
消
処
分
の
取
消
し
等
を

求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

消
処
分
を
し
た
。

⑵　

貸
金
業
法
４
条
１
項
２
号
は
、

同
号
の
「
役
員
」
の
定
義
に
つ
き
「
業

務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行

役
、
代
表
者
、
管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に

準
ず
る
者
を
い
い
、
い
か
な
る
名
称
を

有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人

に
対
し
、
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の

支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を

含
む
。」
と
規
定
し
て
お
り
（
以
下
「
本

件
定
義
規
定
」
と
い
う
。）、
そ
の
及
ぶ

べ
き
範
囲
に
つ
き
「
第
24
条
の
６
の
４

第
２
項
及
び
次
章
か
ら
第
３
章
の
３
ま

で
を
除
き
、
以
下
同
じ
。」
と
定
め
て

い
る
の
で
、
同
法
４
条
１
項
２
号
と
同

じ
同
法
第
２
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
同

法
６
条
１
項
９
号
の
「
役
員
」
も
本
件

定
義
規
定
に
よ
り
定
義
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
本
件
定
義
規
定
の
委
任
に

基
づ
く
内
閣
府
令
と
し
て
、
貸
金
業
法

施
行
規
則
２
条
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
同
条
に
監
査
役
は
掲
げ
ら
れ
て

い
な
い
。

３　

本
件
定
義
規
定
と
同
様
の
定
義

を
定
め
て
い
た
貸
金
業
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
（
貸
金
業
法
の
平
成
18
年
法

律
第
１
１
５
号
に
よ
る
改
正
前
の
題

名
）
４
条
１
項
２
号
に
つ
き
、
大
蔵
省

銀
行
局
長
通
達
（
昭
和
58
年
９
月
30
日

付
け
蔵
銀
第
２
６
０
２
号
）「
貸
金
業

者
の
業
務
運
営
に
関
す
る
基
本
事
項
に

つ
い
て
」
第
１
の
３
⑴
イ
イ
は
、
同
号

に
い
う
「
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
」
に
監

査
役
が
含
ま
れ
る
と
解
し
て
お
り
、
現

行
の
貸
金
業
法
に
つ
い
て
も
そ
の
所
管

庁
に
お
い
て
上
記
通
達
の
解
釈
が
踏
襲

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
所
論
は
、
上
記

通
達
と
同
様
に
、
監
査
役
は
本
件
定
義

規
定
に
い
う
「
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
」

と
し
て
同
法
６
条
１
項
９
号
の「
役
員
」

に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
旨
を
い
う
も

の
で
あ
る
。

４　

貸
金
業
法
は
、「
役
員
」
の
定

義
を
定
め
る
規
定
（
以
下
「
役
員
定
義

規
定
」
と
い
う
。）
を
本
件
定
義
規
定

の
ほ
か
に
も
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
、
貸

金
業
務
取
扱
主
任
者
の
欠
格
事
由
に
係

る
24
条
の
27
第
１
項
３
号
及
び
貸
金
業

協
会
の
定
款
記
載
事
項
に
係
る
31
条
８

号
の
各
役
員
定
義
規
定
は
い
ず
れ
も
本

件
定
義
規
定
と
同
一
で
あ
り
、
役
員
の

解
任
命
令
に
係
る
24
条
の
６
の
４
第
２

項
の
役
員
定
義
規
定
は
「
業
務
を
執
行

⑴
ア　

被
上
告
人
は
、
貸
金
業
等
を

目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
大
阪

府
知
事
か
ら
貸
金
業
登
録
を
受
け
た
貸

金
業
者
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年

９
月
27
日
、
代
表
者
の
親
族
で
あ
る
者

を
監
査
役
に
選
任
し
、同
年
10
月
12
日
、

そ
の
旨
の
登
記
手
続
を
し
た
。

上
記
の
監
査
役
に
選
任
さ
れ
た
者

は
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
２
月
22
日
、

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
に
お
い
て
、

自
動
車
運
転
過
失
致
死
罪
に
よ
り
禁
錮

１
年
４
月
、
執
行
猶
予
３
年
の
判
決
を

受
け
、
同
判
決
は
同
年
３
月
９
日
に
確

定
し
た
。

イ　

被
上
告
人
は
、
平
成
22
年
11
月

４
日
、
大
阪
府
知
事
に
対
し
、
貸
金
業

登
録
の
更
新
の
申
請
を
し
た
。

大
阪
府
知
事
は
、
同
年
12
月
15
日
、

被
上
告
人
に
対
し
、
被
上
告
人
の
監
査

役
が
貸
金
業
法
６
条
１
項
４
号
に
該
当

す
る
た
め
被
上
告
人
は
同
項
９
号
に
該

当
す
る
と
し
て
、
上
記
申
請
を
拒
否
す

る
旨
の
本
件
拒
否
処
分
を
し
、
ま
た
、

被
上
告
人
は
同
号
に
該
当
す
る
に
至
っ

た
た
め
同
法
24
条
の
６
の
５
第
１
項
１

号
に
該
当
す
る
と
し
て
、
被
上
告
人
の

貸
金
業
登
録
を
取
り
消
す
旨
の
本
件
取
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す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
、
代
表

者
、管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
」

ま
で
の
文
言
が
本
件
定
義
規
定
と
同
一

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
監
査
役
を
列
記
し

て
い
な
い
の
に
対
し
、
信
用
情
報
提
供

等
業
務
を
行
う
者
の
指
定
の
要
件
に
係

る
41
条
の
13
第
１
項
４
号
及
び
紛
争
解

決
等
業
務
を
行
う
者
の
指
定
の
要
件
に

係
る
41
条
の
39
第
１
項
４
号
の
各
役
員

定
義
規
定
は
、「
業
務
を
執
行
す
る
社

員
（
中
略
）、
取
締
役
、
執
行
役
、
会

計
参
与
（
中
略
）、
監
査
役
、
代
表
者

若
し
く
は
管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
を
い
う
。」
と
規
定
し
て
お
り
、

監
査
役
を
明
文
で
列
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
貸
金
業
法
中
の
各
役

員
定
義
規
定
に
は
、
本
件
定
義
規
定
と

同
様
に
監
査
役
を
列
記
し
な
い
も
の
と

こ
れ
を
明
文
で
列
記
す
る
も
の
と
の
各

類
型
の
規
定
が
併
存
し
て
お
り
、
し
か

も
、
平
成
18
年
法
律
第
１
１
５
号
に
よ

る
改
正
に
お
い
て
は
既
存
の
本
件
定
義

規
定
に
加
え
て
上
記
各
類
型
の
規
定
が

そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
新
設
さ
れ
（
24
条
の

６
の
４
第
２
項
、
24
条
の
27
第
１
項
３

号
、
31
条
８
号
、
41
条
の
13
第
１
項
４

号
）、
平
成
21
年
法
律
第
58
号
に
よ
る

と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
」
に
つ
い
て
も
、
本
件
定

義
規
定
の
委
任
に
基
づ
く
貸
金
業
法
施

行
規
則
２
条
に
監
査
役
は
掲
げ
ら
れ
て

い
な
い
か
ら
、
監
査
役
は
上
記
内
閣
府

令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
定
義
規
定
に
よ

り
定
義
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
法
６
条
１

項
９
号
の
「
役
員
」
に
監
査
役
は
含
ま

れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。５　

以
上
に
よ
れ
ば
、
貸
金
業
法
６

条
１
項
９
号
の
「
役
員
」
に
監
査
役
は

含
ま
れ
な
い
か
ら
、
被
上
告
人
の
監
査

役
が
同
号
の
「
役
員
」
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
さ
れ
た
本
件
拒
否
処
分
及
び

本
件
取
消
処
分
は
、
い
ず
れ
も
違
法
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
上
記
各
処
分
の
取

消
請
求
を
認
容
し
た
原
審
の
判
断
は
、

結
論
に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。よ

っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

小
貫
芳
信　

裁

判
官　

千
葉
勝
美　

裁
判
官　

鬼
丸
か

お
る　

裁
判
官　

山
本
庸
幸
）

改
正
に
お
い
て
も
再
び
監
査
役
を
明
文

で
列
記
す
る
類
型
の
規
定
が
新
設
さ
れ

（
41
条
の
39
第
１
項
４
号
）、
上
記
各
改

正
の
度
に
４
条
１
項
２
号
中
の
本
件
定

義
規
定
の
及
ぶ
べ
き
範
囲
の
定
め
が
改

正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同

法
中
の
各
役
員
定
義
規
定
に
お
い
て
監

査
役
を
明
文
で
列
記
す
る
か
ど
う
か
は

あ
え
て
区
別
し
て
差
異
が
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
、
貸
金
業
法
の
各
役
員
定
義

規
定
の
間
で
は
監
査
役
の
列
記
の
有
無

に
つ
き
区
別
し
て
差
異
が
設
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
列
記
し

て
い
な
い
類
型
の
規
定
で
あ
る
本
件
定

義
規
定
に
い
う「
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
」

に
監
査
役
が
含
ま
れ
る
と
解
す
る
こ
と

は
、
そ
の
定
義
の
内
容
に
含
ま
れ
る
者

の
範
囲
に
関
す
る
解
釈
が
事
業
を
営
む

の
に
必
要
な
登
録
の
取
消
し
等
の
不
利

益
処
分
の
要
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
て
も
、
上
記
類
型
の
規
定

の
解
釈
と
し
て
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

ま
た
、
本
件
定
義
規
定
に
い
う
「
い

か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を

問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
者
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文
書
不
開
示
決
定
処
分
取
消

等
請
求
事
件

最
高
裁
第
二
小
法
廷　

平
成
26
年
７
月

１
４
日
判
決　

平
成
24
年
（
行
ヒ
）
第

33
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
告
棄
却

一
審　

東
京
地
方
裁
判
所　

平
成
22
年

４
月
９
日
判
決　

平
成
21
年
（
行
ウ
）

第
１
２
０
号

判
例
時
報
２
０
７
６
号
19
頁
、
判
例
タ

イ
ム
ズ
１
３
２
６
号
76
頁

二
審　

東
京
高
等
裁
判
所　

平
成
23
年

９
月
29
日
判
決　

平
成
22
年
（
行
コ
）

第
１
８
３
号

判
例
時
報
２
１
４
２
号
３
頁
、
判
例
タ

イ
ム
ズ
１
３
７
７
号
79
頁

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

上
告
人
ら
が
、
行
政
機
関
が
保
有
す

る
情
報
公
開
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

外
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣
に
対
し
、
琉

球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定

締
結
に
至
る
ま
で
の
財
政
負
担
等
を
め

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
ら
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
清
水
英
夫
ほ
か
の
上
告

受
理
申
立
て
理
由
（
た
だ
し
、
排
除
さ

れ
た
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
上
告
人
ら
が
、
行
政

機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す

る
法
律
（
平
成
21
年
法
律
第
66
号
に
よ

る
改
正
前
の
も
の
。
以
下
「
情
報
公
開

法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
、
外
務
大

臣
に
対
し
、
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島

に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
協
定
（
昭
和
47
年
条
約
第
２

号
）
の
締
結
に
至
る
ま
で
の
日
本
国
政

府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
上
記

諸
島
の
返
還
に
伴
う
財
政
負
担
等
を
め

ぐ
る
交
渉
（
以
下
「
本
件
交
渉
」
と
い

う
。）
の
内
容
に
関
す
る
文
書
で
あ
る

原
判
決
別
紙
１
行
政
文
書
目
録
１
記
載

の
各
文
書
の
開
示
を
、
財
務
大
臣
に
対

し
、
同
じ
く
本
件
交
渉
の
内
容
に
関
す

る
文
書
で
あ
る
原
判
決
別
紙
２
行
政
文

書
目
録
２
記
載
の
各
文
書
（
以
下
、
原

判
決
別
紙
１
行
政
文
書
目
録
１
記
載
の

各
文
書
と
併
せ
て
「
本
件
各
文
書
」
と

い
う
。）
の
開
示
を
、
そ
れ
ぞ
れ
請
求

し
た
と
こ
ろ
、
上
記
各
文
書
に
つ
き
い

ず
れ
も
保
有
し
て
い
な
い
と
し
て
不
開

示
と
す
る
旨
の
各
決
定
（
以
下
「
本
件

各
決
定
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
た
め
、

被
上
告
人
を
相
手
に
、
本
件
各
決
定
の

取
消
し
等
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

情
報
公
開
法
に
お
い
て
、
行
政

文
書
と
は
、
行
政
機
関
の
職
員
が
職
務

上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
、
図

画
及
び
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
、
当
該

行
政
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る

も
の
と
し
て
、
当
該
行
政
機
関
が
保
有

し
て
い
る
も
の
を
い
う
と
こ
ろ
（
２
条

２
項
本
文
）、
行
政
文
書
の
開
示
を
請

求
す
る
権
利
の
内
容
は
同
法
に
よ
っ
て

具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

行
政
機
関
の
長
に
対
す
る
開
示
請
求
は

当
該
行
政
機
関
が
保
有
す
る
行
政
文
書

を
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
と
さ
れ
（
３

条
）、
当
該
行
政
機
関
が
当
該
行
政
文

書
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
開
示

請
求
権
の
成
立
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
開
示
請
求
の
対
象
と

さ
れ
た
行
政
文
書
を
行
政
機
関
が
保
有

ぐ
る
交
渉
内
容
に
関
す
る
各
文
書
の
開

示
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
上
記
各
文
書

に
つ
い
て
い
ず
れ
も
保
有
し
て
い
な
い

と
し
て
不
開
示
と
す
る
旨
の
各
決
定
を

行
っ
た
こ
と
対
す
る
上
告
に
対
し
、
本

件
各
決
定
の
取
消
を
求
め
る
事
案
に
お

い
て
、
開
示
請
求
の
対
象
と
さ
れ
た
行

政
文
書
を
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
な

い
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
開
示
決
定
取

消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ
の
取
消
を
求

め
る
者
が
、
当
該
不
開
示
決
定
時
に
当

該
行
政
機
関
が
当
該
行
政
文
書
を
保
有

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
主
張
立
証
責

任
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
り
、
本
件
各
決
定
時
に
お
い
て
各
省

に
よ
っ
て
本
件
各
文
書
が
保
有
さ
れ
て

い
た
と
推
認
す
る
に
は
足
り
な
い
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
、
上
告

を
棄
却
し
た
事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

行
政
機
関
が
保
有
す
る

情
報
公
開
に
関
す
る
法

律
３
条
、
５
条

判
　
　
　
決
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し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
開

示
決
定
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ

の
取
消
し
を
求
め
る
者
が
、
当
該
不
開

示
決
定
時
に
当
該
行
政
機
関
が
当
該
行

政
文
書
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
主
張
立
証
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。

そ
し
て
、
あ
る
時
点
に
お
い
て
当
該

行
政
機
関
の
職
員
が
当
該
行
政
文
書
を

作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
こ
と
が
立
証

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
不
開
示
決
定

時
に
お
い
て
も
当
該
行
政
機
関
が
当
該

行
政
文
書
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
を
直

接
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

に
、
こ
れ
を
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
行
政
文
書

の
内
容
や
性
質
、
そ
の
作
成
又
は
取
得

の
経
緯
や
上
記
決
定
時
ま
で
の
期
間
、

そ
の
保
管
の
体
制
や
状
況
等
に
応
じ

て
、
そ
の
可
否
を
個
別
具
体
的
に
検
討

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
他
国
と

の
外
交
交
渉
の
過
程
で
作
成
さ
れ
る
行

政
文
書
に
関
し
て
は
、
公
に
す
る
こ
と

に
よ
り
他
国
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ

れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
と
の
交
渉
上
不

利
益
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
（
情

報
公
開
法
５
条
３
号
参
照
）等
に
つ
き
、

請
求
の
う
ち
、
本
件
各
文
書
の
開
示
決

定
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
を
求
め

る
請
求
に
係
る
訴
え
を
却
下
し
、
本
件

各
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
請
求
を
含

む
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
べ
き
も
の

と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
是
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

千
葉
勝
美　

裁

判
官　

小
貫
芳
信　

裁
判
官　

鬼
丸
か

お
る　

裁
判
官　

山
本
庸
幸
）

許
可
処
分
無
効
確
認
及
び
許

可
取
消
義
務
付
け
、
更
新
許

可
取
消
請
求
事
件

最
高
裁
第
三
小
法
廷　

平
成
26
年
７
月

29
日
判
決　

平
成
24
年
（
行
ヒ
）
第

２
６
７
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

一
部
破
棄
差
し
戻
し
、
一
部
上
告
棄
却

一
審　

不
明

二
審　

福
岡
高
等
裁
判
所
宮
崎
支
部　

平
成
24
年
４
月
25
日
判
決　

平
成
23
年

（
行
コ
）
第
13
号

一
部
行
政
敗
訴
、
一
部
行
政
勝
訴

（
要
旨
）

宮
城
県
知
事
が
参
加
人
に
対
し
て
し

た
産
業
廃
棄
物
処
分
業
及
び
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
各
許
可
及
び
各

許
可
の
更
新
処
分
に
つ
き
、
上
告
人
ら

が
、
右
各
処
分
の
無
効
確
認
及
び
許
可

取
消
義
務
付
け
、
更
新
許
可
の
取
消
を

求
め
て
、
訴
え
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、

一
審
及
び
原
審
は
原
告
適
格
を
欠
く
と

し
て
却
下
判
決
を
下
し
た
こ
と
を
不
服

と
す
る
上
告
に
対
し
て
、
産
業
廃
棄
物

そ
の
保
管
の
体
制
や
状
況
等
が
通
常
と

異
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
そ
の
可
否
の
検
討
を
す
べ
き

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

３　

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る

に
、
前
記
１
の
開
示
請
求
に
お
い
て
本

件
交
渉
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ

る
本
件
各
文
書
に
関
し
て
は
、
そ
の
開

示
請
求
の
内
容
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
本

件
各
文
書
の
内
容
や
性
質
及
び
そ
の
作

成
の
経
緯
や
本
件
各
決
定
時
ま
で
に
経

過
し
た
年
数
に
加
え
、
外
務
省
及
び
財

務
省
（
中
央
省
庁
等
改
革
前
の
大
蔵
省

を
含
む
。）
に
お
け
る
そ
の
保
管
の
体

制
や
状
況
等
に
関
す
る
調
査
の
結
果
な

ど
、
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
諸
事
情

の
下
に
お
い
て
は
、
本
件
交
渉
の
過
程

で
上
記
各
省
の
職
員
に
よ
っ
て
本
件
各

文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
な
お

本
件
各
決
定
時
に
お
い
て
も
上
記
各
省

に
よ
っ
て
本
件
各
文
書
が
保
有
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
推
認
す
る
に
は
足
り
な
い

も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
他
こ

れ
を
認
め
る
に
足
り
る
事
情
も
う
か
が

わ
れ
な
い
。

４　

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
各
決
定

は
適
法
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
人
ら
の
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処
理
法
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る

な
ど
の
公
益
的
見
地
か
ら
産
業
廃
棄
物

等
処
分
業
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
産

業
廃
棄
物
等
か
ら
の
最
終
処
分
場
か
ら

の
有
害
な
物
質
の
排
出
に
起
因
す
る
大

気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
悪

臭
等
に
よ
っ
て
健
康
又
は
生
活
環
境
に

係
る
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に
受
け
る

恐
れ
の
あ
る
個
々
の
住
民
に
対
し
て
、

そ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
と
い
う

利
益
を
個
々
人
の
個
別
的
利
益
と
し
て

も
保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
も
の
解
さ
れ

る
か
ら
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
周
辺
に
居
住
す
る
住
民
の
う
ち
、
当

該
最
終
処
分
場
か
ら
有
害
な
物
質
が
排

出
さ
れ
た
場
合
こ
れ
に
起
因
す
る
大
気

や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
悪
臭

等
に
よ
る
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る

著
し
い
被
害
を
直
接
に
受
け
る
恐
れ
の

あ
る
も
の
は
、
当
該
最
終
処
分
場
を
事

業
の
よ
う
に
供
す
る
施
設
と
し
て
さ
れ

た
産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
の
許
可
処
分

及
び
許
可
更
新
処
分
の
取
消
及
び
無
効

確
認
を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
歴
を

有
す
る
か
ら
、
原
判
決
及
び
一
審
判
決

の
う
ち
、
一
名
を
除
く
上
告
人
ら
に
対

す
る
一
審
及
び
二
審
判
決
を
取
り
消
し
、

る
施
設
と
し
て
、
宮
崎
県
知
事
が
参
加

人
に
対
し
て
し
た
産
業
廃
棄
物
処
分
業

及
び
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
分
業

（
以
下
「
産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
」
と

い
う
。）
の
各
許
可
処
分
及
び
各
許
可

更
新
処
分
に
つ
き
、
高
城
町
ほ
か
の
地

域
に
居
住
す
る
上
告
人
ら
が
、
被
上
告

人
を
相
手
に
、
上
記
各
許
可
処
分
の
無

効
確
認
及
び
そ
の
取
消
処
分
の
義
務
付

け
並
び
に
上
記
各
許
可
更
新
処
分
の
取

消
し
（
上
告
人
X2
に
あ
っ
て
は
上
記
各

許
可
更
新
処
分
の
取
消
し
を
除
く
。）

を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

参
加
人
は
、
産
業
廃
棄
物
及
び

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
（
以
下
「
産
業

廃
棄
物
等
」
と
い
う
。）
の
収
集
、
運

搬
及
び
処
理
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会

社
で
あ
る
。

⑵　

参
加
人
は
、
平
成
15
年
６
月
10

日
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に

係
る
許
可
を
申
請
し
、同
年
11
月
５
日
、

宮
崎
県
知
事
か
ら
そ
の
許
可
を
受
け
、

同
17
年
８
月
23
日
、
上
記
許
可
に
係
る

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
（
産
業
廃
棄
物

等
の
埋
立
処
分
を
行
う
施
設
で
あ
る
産

業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
）
を
高
城
町

内
に
設
置
し
た
（
以
下
、
こ
れ
を
「
本

件
処
分
場
」
と
い
う
。）。

上
記
申
請
の
際
、
参
加
人
は
、
本
件

処
分
場
の
設
置
が
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の

結
果
を
記
載
し
た
書
類
（
以
下
「
本
件

環
境
影
響
調
査
報
告
書
」
と
い
う
。）

を
申
請
書
の
添
付
書
類
と
し
て
提
出
し

た
。⑶　

宮
崎
県
知
事
は
、
参
加
人
に
対

し
、
本
件
処
分
場
を
事
業
の
用
に
供
す

る
施
設
と
し
て
、
平
成
17
年
10
月
25
日

に
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
処
分

を
、
同
年
11
月
30
日
に
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
処
分
を
し
（
以

下
、
上
記
各
許
可
処
分
を
「
本
件
各
許

可
処
分
」
と
い
う
。）、
ま
た
、
同
22
年

10
月
25
日
に
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
上

記
許
可
に
係
る
許
可
更
新
処
分
を
、
同

年
11
月
30
日
に
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

処
分
業
の
上
記
許
可
に
係
る
許
可
更
新

処
分
を
し
た
（
以
下
、
上
記
各
許
可
更

新
処
分
を
「
本
件
各
更
新
処
分
」
と
い

う
。）。

⑷　

本
件
処
分
場
は
、
全
体
面
積
約

25
万
m2
、
埋
立
地
の
面
積
約
３
万
m2
、

一
審
に
差
し
戻
し
、
一
名
か
ら
の
上
告
を

棄
却
す
る
。

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
中
上
告
人
X1
を
除
く
そ
の

余
の
上
告
人
ら
に
関
す
る
部
分
を
破

棄
し
、
同
部
分
に
つ
き
第
１
審
判
決

を
取
り
消
す
。

２　

前
項
の
部
分
に
つ
き
、
本
件
を
宮

崎
地
方
裁
判
所
に
差
し
戻
す
。

３　

上
告
人
X1
の
上
告
を
棄
却
す
る
。

４　

前
項
に
関
す
る
上
告
費
用
は
上
告

人
X1
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
黒
原
智
宏
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
宮
崎
県
北
諸
県
郡
高

城
町
（
平
成
18
年
１
月
１
日
以
降
は
合

併
に
よ
り
宮
崎
県
都
城
市
高
城
町
。
以

下
、合
併
の
前
後
を
通
じ
て
「
高
城
町
」

と
い
う
。）
に
設
置
さ
れ
た
産
業
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
を
事
業
の
用
に
供
す
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埋
立
容
量
約
47
万
m3
の
管
理
型
最
終
処

分
場
で
あ
り
、
主
要
え
ん
堤
、
埋
立
地

（
遮
水
工
、
浸
出
水
集
排
水
管
等
の
設

備
を
含
む
。）、
浸
出
水
処
理
施
設
、
防

災
調
整
池
等
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
件
各
許
可
処
分
及
び
本
件
各
更
新
処

分
に
お
い
て
埋
立
て
の
対
象
と
さ
れ
て

い
る
産
業
廃
棄
物
等
の
種
類
は
、
産
業

廃
棄
物
に
つ
き
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃

油
（
タ
ー
ル
ピ
ッ
チ
に
限
る
。）、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
動
植
物
性
残
さ
、
ゴ

ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

く
ず
、
鉱
さ
い
、
が
れ
き
類
、
ば
い
じ

ん
等
で
あ
り
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

に
つ
き
、
廃
石
綿
等
で
あ
る
。

⑸　

上
告
人
ら
の
う
ち
、
上
告
人
X1

（
以
下
「
上
告
人
X1
」
と
い
う
。）
を
除

く
そ
の
余
の
上
告
人
ら
は
、
い
ず
れ
も

高
城
町
に
居
住
し
、
そ
の
居
住
地
は
本

件
処
分
場
の
中
心
地
点
か
ら
約
１
・
８

km
の
範
囲
内
の
地
域
に
所
在
す
る
。
上

告
人
X1
は
、都
城
市
花
繰
町
に
居
住
し
、

そ
の
居
住
地
は
上
記
地
点
か
ら
少
な
く

と
も
20	

km
以
上
離
れ
て
い
る
。

上
告
人
X1
を
除
く
そ
の
余
の
上
告
人

ら
の
居
住
地
は
、
い
ず
れ
も
、
本
件
環

境
影
響
調
査
報
告
書
に
お
い
て
調
査
の

そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
て
、
上
告
人
ら
は
、
本
件
各
許
可

処
分
の
無
効
確
認
等
及
び
本
件
各
更
新

処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を

有
し
な
い
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
の
う
ち
、
上
告
人
X1
に
つ
き
本
件

各
許
可
処
分
の
無
効
確
認
等
及
び
本
件

各
更
新
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告

適
格
を
有
し
な
い
と
し
た
部
分
は
結
論

に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
余
の
部
分
は
是
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

⑴
ア　

行
政
事
件
訴
訟
法
９
条
は
、

取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
規
定

す
る
が
、
同
条
１
項
に
い
う
当
該
処
分

の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
「
法
律
上

の
利
益
を
有
す
る
者
」
と
は
、
当
該
処

分
に
よ
り
自
己
の
権
利
若
し
く
は
法
律

上
保
護
さ
れ
た
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又

は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
者
を
い
う
の
で
あ
り
、
当
該
処
分
を

定
め
た
行
政
法
規
が
、
不
特
定
多
数
者

の
具
体
的
利
益
を
専
ら
一
般
的
公
益
の

中
に
吸
収
解
消
さ
せ
る
に
と
ど
め
ず
、

そ
れ
が
帰
属
す
る
個
々
人
の
個
別
的
利

益
と
し
て
も
こ
れ
を
保
護
す
べ
き
も
の

と
す
る
趣
旨
を
含
む
と
解
さ
れ
る
場
合

に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
も
こ
こ
に
い

う
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
に
当
た

り
、
当
該
処
分
に
よ
り
こ
れ
を
侵
害
さ

れ
又
は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
者
は
、
当
該
処
分
の
取
消
訴
訟

に
お
け
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
処
分
の

相
手
方
以
外
の
者
に
つ
い
て
上
記
の
法

律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
の
有
無
を
判
断

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処
分
の
根

拠
と
な
る
法
令
の
規
定
の
文
言
の
み
に

よ
る
こ
と
な
く
、
当
該
法
令
の
趣
旨
及

び
目
的
並
び
に
当
該
処
分
に
お
い
て
考

慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質

を
考
慮
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
を
考
慮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
当
該
法
令
と
目
的
を

共
通
に
す
る
関
係
法
令
が
あ
る
と
き
は

そ
の
趣
旨
及
び
目
的
を
も
参
酌
し
、
当

該
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
当
該
処
分
が
そ
の
根

拠
と
な
る
法
令
に
違
反
し
て
さ
れ
た
場

合
に
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
益
の
内

容
及
び
性
質
並
び
に
こ
れ
が
害
さ
れ
る

態
様
及
び
程
度
を
も
勘
案
す
べ
き
も
の

対
象
と
さ
れ
た
地
域
に
含
ま
れ
て
お

り
、
上
告
人
X1
の
居
住
地
は
、
こ
れ
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。

３	

原
審
は
、
要
旨
、
次
の
と
お
り

判
断
し
、
上
告
人
ら
は
本
件
各
許
可
処

分
の
無
効
確
認
及
び
そ
の
取
消
処
分
の

義
務
付
け
（
以
下
「
本
件
各
許
可
処
分

の
無
効
確
認
等
」
と
い
う
。）
並
び
に

本
件
各
更
新
処
分
の
取
消
し
（
上
告
人

X2
に
あ
っ
て
は
本
件
各
更
新
処
分
の
取

消
し
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
を
求
め

る
原
告
適
格
を
有
し
な
い
と
し
て
、
本

件
各
許
可
処
分
の
無
効
確
認
等
及
び
本

件
各
更
新
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴

え
を
却
下
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

本
件
処
分
場
か
ら
の
有
害
物
質
の
大

気
中
へ
の
飛
散
や
汚
染
水
の
流
出
の
有

無
及
び
程
度
は
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
で
な
い
上
、
そ
れ
に
よ
っ
て

上
告
人
ら
に
生
命
、
身
体
、
生
活
環
境

等
へ
の
被
害
が
生
じ
得
る
と
し
て
も
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
や
程
度
を
認
定
す

る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
本
件
処
分
場
に
お
け
る
産
業
廃
棄

物
等
の
処
分
に
よ
り
、
上
告
人
ら
の
生

命
、
身
体
の
安
全
や
生
活
環
境
を
侵
害

さ
れ
、
又
は
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
お
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で
あ
る
（
同
条
２
項
、
最
高
裁
平
成
16

年
（
行
ヒ
）
第
１
１
４
号
同
17
年
12
月

７
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
59
巻
10
号

２
６
４
５
頁
参
照
）。

そ
し
て
、行
政
事
件
訴
訟
法
36
条
は
、

無
効
等
確
認
の
訴
え
の
原
告
適
格
に
つ

い
て
規
定
す
る
が
、
同
条
に
い
う
当
該

処
分
の
無
効
等
の
確
認
を
求
め
る
に
つ

き
「
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に

つ
い
て
も
、
上
記
の
取
消
訴
訟
の
原
告

適
格
の
場
合
と
同
義
に
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
元
年
（
行
ツ
）

第
１
３
０
号
同
４
年
９
月
22
日
第
三
小

法
廷
判
決
・
民
集
46
巻
６
号
５
７
１
頁

参
照
）。

イ　

ま
た
、
行
政
事
件
訴
訟
法
37
条

の
２
第
３
項
は
、
同
法
３
条
６
項
１
号

所
定
の
義
務
付
け
の
訴
え
の
原
告
適
格

に
つ
い
て
規
定
す
る
が
、
当
該
処
分
の

取
消
処
分
の
義
務
付
け
を
求
め
る
に
つ

き
「
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に

つ
い
て
も
、
上
記
ア
の
取
消
訴
訟
の
原

告
適
格
の
場
合
と
同
様
の
観
点
か
ら
判

断
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
（
同
法
37
条
の
２
第
４
項
参
照
）。

⑵　

上
記
の
見
地
に
立
っ
て
、
上
告

人
ら
が
本
件
各
許
可
処
分
の
無
効
確
認

と
と
も
に
、
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る

施
設
に
係
る
基
準
と
し
て
、
産
業
廃
棄

物
等
の
種
類
や
処
分
方
法
に
応
じ
た
施

設
を
有
す
べ
き
こ
と
を
定
め
（
10
条
の

５
、
10
条
の
17
）、
こ
の
う
ち
埋
立
処

分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
つ
い
て

は
、
産
業
廃
棄
物
等
の
種
類
に
応
じ
、

当
該
産
業
廃
棄
物
等
の
埋
立
処
分
に
適

す
る
最
終
処
分
場
及
び
そ
の
他
の
施
設

を
有
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
10

条
の
５
第
２
号
イ
⑴
、
10
条
の
17
第
２

号
イ
⑴
）。

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
、
廃
棄
物
処
理
法
は
、
そ
の
設
置
に

係
る
許
可
の
要
件
と
し
て
、
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
の
設
置
に
関
す
る
計
画
が

環
境
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
（
15
条
の
２
第
１

項
１
号
）
並
び
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
計

画
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
適
正
な
配
慮
が
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
（
同
項
２
号
）
を
要
す
る
も

の
と
定
め
、
ま
た
、
当
該
施
設
が
都
道

府
県
知
事
の
検
査
に
お
い
て
上
記
の
設

置
に
関
す
る
計
画
に
適
合
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
そ
の
使
用
の
要
件

と
し
て
定
め
（
同
条
５
項
）、
さ
ら
に
、

上
記
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
に
従

い
当
該
施
設
の
維
持
管
理
が
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
15
条
の
２
の

２
）。
こ
れ
ら
の
規
定
を
受
け
て
、
一

般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
23
年
環
境

省
令
第
１
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）

は
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び

そ
の
維
持
管
理
に
係
る
技
術
上
の
基
準

を
定
め
（
２
条
）、
最
終
処
分
場
の
種

類
に
応
じ
、
産
業
廃
棄
物
及
び
こ
れ
に

含
ま
れ
て
い
る
有
害
な
物
質
の
流
出
や

浸
出
等
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設

け
ら
れ
、
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る

べ
き
こ
と
等
を
定
め
て
い
る
（
管
理
型

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
同
省
令
２

条
１
項
４
号
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
１

条
１
項
４
号
、
５
号
イ
等
）。
上
記
の

よ
う
な
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
定

め
の
内
容
に
加
え
て
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
適
正
な
配
慮
を

要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す

と
、
同
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
置
に

係
る
許
可
の
要
件
等
に
関
し
、
産
業
廃

等
及
び
本
件
各
更
新
処
分
の
取
消
し
を

求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

ア
ア　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
平
成
22
年
法
律
第
34
号

に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以
下
「
廃
棄

物
処
理
法
」
と
い
う
。）
は
、
廃
棄
物

の
適
正
な
処
理
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り

生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
（
１
条
）、

産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
に
つ
い
て
都
道

府
県
知
事
を
許
可
権
者
と
す
る
許
可
制

を
採
り
（
14
条
６
項
、
14
条
の
４
第
６

項
）、
許
可
の
要
件
と
し
て
、
そ
の
事

業
の
用
に
供
す
る
施
設
及
び
申
請
者
の

能
力
が
そ
の
事
業
を
的
確
に
、
か
つ
、

継
続
し
て
行
う
に
足
り
る
も
の
と
し
て

環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
14

条
10
項
１
号
、
14
条
の
４
第
10
項
１

号
）。
こ
れ
ら
の
規
定
を
受
け
て
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
23
年
環
境
省
令
第
１

号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以
下
「
施

行
規
則
」
と
い
う
。）
は
、
産
業
廃
棄

物
等
処
分
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
つ

き
、
そ
の
能
力
に
係
る
基
準
を
定
め
る
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棄
物
の
最
終
処
分
場
が
上
記
の
技
術
上

の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ

き
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
と

い
う
観
点
か
ら
も
そ
の
審
査
を
要
す
る

と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
の
許
可
の
要

件
と
し
て
埋
立
処
分
を
業
と
し
て
行
う

場
合
に
有
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る

最
終
処
分
場
は
、
上
記
の
と
お
り
、
そ

の
施
設
と
し
て
の
設
置
に
係
る
許
可
の

要
件
等
に
つ
き
上
記
の
審
査
を
経
る
も

の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
産
業
廃
棄
物
等
処

分
業
の
許
可
の
要
件
と
し
て
も
、
そ
の

埋
立
処
分
に
適
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
上
記
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も

の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
廃
棄

物
処
理
法
に
お
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物

等
処
分
業
の
許
可
の
要
件
に
関
し
て

も
、
産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
を
行
お
う

と
す
る
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る

施
設
と
し
て
上
記
の
技
術
上
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
最
終
処
分
場
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
つ
き
、
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
そ
の

審
査
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と

ウ　

ま
た
、
廃
棄
物
処
理
法
は
、
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係
る
許

可
に
つ
き
、
上
記
ア
の
と
お
り
そ
の
設

置
に
関
す
る
計
画
が
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適
正
な
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
要
件
と
し
て

定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
上
記
許
可
の
申

請
に
際
し
て
、
当
該
施
設
の
設
置
が
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書

類
（
以
下
「
環
境
影
響
調
査
報
告
書
」

と
い
う
。）
を
申
請
書
に
添
付
し
て
公

衆
の
縦
覧
に
供
す
べ
き
も
の
と
し
（
15

条
３
項
、
４
項
）、
市
町
村
長
や
利
害

関
係
者
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地

か
ら
の
意
見
の
聴
取
等
の
手
続
を
定
め

（
同
条
５
項
、
６
項
）、
都
道
府
県
知
事

が
上
記
の
設
置
に
係
る
許
可
を
す
る
に

当
た
っ
て
も
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関

し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を

聴
取
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
（
15
条

の
２
第
３
項
）。
上
記
の
環
境
影
響
調

査
報
告
書
に
は
、
同
法
の
上
記
の
規
定

を
受
け
て
、
①
設
置
し
よ
う
と
す
る
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類
、
規
模
及

び
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類
を
勘

案
し
、
当
該
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
生
ず
る
大
気
質
、
水
質
、
悪
臭
、

地
下
水
等
に
係
る
事
項
の
う
ち
、
周
辺

地
域
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
調
査
を
行
っ

た
も
の
及
び
そ
の
現
況
等
、
②
当
該
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
生

活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
を
予
測

す
る
た
め
に
把
握
し
た
水
象
、
気
象
そ

の
他
自
然
的
条
件
及
び
人
口
、
土
地
利

用
そ
の
他
社
会
的
条
件
の
現
況
等
、
③

上
記
の
影
響
の
程
度
を
分
析
し
た
結
果

な
ど
の
事
項
を
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
て
い
る
（
施
行
規
則
11
条
の
２
）。

そ
し
て
、
環
境
省
が
上
記
の
調
査
を
適

切
で
合
理
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
上
記
の
調
査
に
関
す
る
技
術
的

な
事
項
を
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
取

り
ま
と
め
て
公
表
し
て
い
る
「
廃
棄
物

処
理
施
設
生
活
環
境
影
響
調
査
指
針
」

に
お
い
て
、
上
記
の
調
査
の
対
象
と
さ

れ
る
地
域
は
、施
設
の
種
類
及
び
規
模
、

立
地
場
所
の
気
象
及
び
水
象
等
の
自
然

的
条
件
並
び
に
人
家
の
状
況
等
の
社
会

的
条
件
を
踏
ま
え
て
、
当
該
施
設
の
設

置
が
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

イ　

加
え
て
、
廃
棄
物
処
理
法
は
、

産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
の
許
可
に
は
生

活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
条
件
を
付
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し（
14
条
11
項
、

14
条
の
４
第
11
項
）、
当
該
許
可
を
受

け
た
者
の
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
が

所
定
の
基
準
（
14
条
10
項
１
号
、
14
条

の
４
第
10
項
１
号
）
に
適
合
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
又
は
生
活
環
境
の
保
全

上
必
要
な
条
件
と
し
て
当
該
許
可
に
付

さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
は
、
そ
の
事
業
の
全
部
若

し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
当

該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
い
る
（
14
条
の
３
第
２
号
、

３
号
、
14
条
の
３
の
２
第
２
項
、
14
条

の
６
）。
ま
た
、
同
法
は
、
産
業
廃
棄

物
等
処
分
業
の
許
可
は
、
５
年
を
下
ら

な
い
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の

更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の

経
過
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
失
う
も
の

と
定
め
（
14
条
７
項
、
14
条
の
４
第
７

項
）、
所
定
の
期
間
ご
と
に
上
記
ア
の

よ
う
な
産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
の
許
可

に
係
る
要
件
の
審
査
が
行
わ
れ
る
も
の

と
し
て
い
る
。
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な
お
、
本
件
処
分
場
よ
り
も
大
き
い

一
定
規
模
以
上
の
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
の
設
置
に
際
し
て
は
、
環
境
影

響
評
価
法
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の

実
施
及
び
環
境
影
響
評
価
書
の
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
（
同
法
２
条
２
項
１
号

ヘ
、
３
項
、
12
条
１
項
、
21
条
２
項
、

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
１
条
、７
条
、

別
表
第
１
）、
同
法
の
制
定
の
根
拠
と

し
て
環
境
影
響
評
価
の
推
進
に
係
る
国

の
責
務
を
定
め
た
環
境
の
保
全
に
係
る

基
本
法
で
あ
る
環
境
基
本
法
は
、
環
境

の
保
全
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
等
を
も
っ
て
国
民
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
（
１
条
）、
環
境
の
保
全
上
の

支
障
の
う
ち
、
事
業
活
動
そ
の
他
の
人

の
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
相
当
範
囲
に

わ
た
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の

汚
濁
、
悪
臭
等
に
よ
っ
て
人
の
健
康
又

は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ

と
を
公
害
と
定
義
し
（
２
条
３
項
）、

公
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
規
制

の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
（
21
条
１
項

１
号
）
等
を
定
め
て
い
る
。

エ　

上
記
ア
な
い
し
ウ
の
各
規
定
に

つ
い
て
は
、
本
件
各
許
可
処
分
が
さ
れ

棄
物
等
処
分
業
の
許
可
に
関
し
、
そ
の

要
件
に
つ
い
て
最
終
処
分
場
の
上
記
の

適
合
性
に
つ
き
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
そ
の
審
査

を
要
す
る
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
の
保
全
上
必
要
な
条
件
を
付
し
得

る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
条
件
の
違
反
等

を
理
由
と
す
る
事
業
の
停
止
命
令
や
許

可
の
取
消
し
を
行
い
得
る
な
ど
と
さ
れ

て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
産
業
廃
棄
物
等
処
分

業
の
許
可
及
び
そ
の
更
新
に
関
す
る
廃

棄
物
処
理
法
の
規
定
は
、
産
業
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
か
ら
有
害
な
物
質
が
排

出
さ
れ
る
こ
と
に
起
因
す
る
大
気
や
土

壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
悪
臭
等
に

よ
っ
て
、
そ
の
最
終
処
分
場
の
周
辺
地

域
に
居
住
す
る
住
民
に
健
康
又
は
生
活

環
境
の
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止

し
、
も
っ
て
こ
れ
ら
の
住
民
の
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
確
保
し
、
良
好
な
生

活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
も
、
そ
の
趣

旨
及
び
目
的
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。そ

し
て
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
か
ら
の
有
害
な
物
質
の
排
出
に
起
因

す
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚

濁
、
悪
臭
等
に
よ
っ
て
当
該
最
終
処
分

場
の
周
辺
地
域
に
居
住
す
る
住
民
が
直

接
的
に
受
け
る
被
害
の
程
度
は
、
そ
の

居
住
地
と
当
該
最
終
処
分
場
と
の
近
接

の
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
健
康
又

は
生
活
環
境
に
係
る
著
し
い
被
害
を
受

け
る
事
態
に
も
至
り
か
ね
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
産
業
廃
棄
物

等
処
分
業
の
許
可
及
び
そ
の
更
新
に
関

す
る
廃
棄
物
処
理
法
の
規
定
は
、
上
記

の
趣
旨
及
び
目
的
に
鑑
み
れ
ば
、
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
周
辺
地
域
に

居
住
す
る
住
民
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な

最
終
処
分
場
か
ら
の
有
害
な
物
質
の
排

出
に
起
因
す
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
、

水
質
の
汚
濁
、
悪
臭
等
に
よ
っ
て
健
康

又
は
生
活
環
境
に
係
る
著
し
い
被
害
を

受
け
な
い
と
い
う
具
体
的
利
益
を
保
護

し
よ
う
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
被
害
の
内
容
、

性
質
、
程
度
等
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
具

体
的
利
益
は
、
一
般
的
公
益
の
中
に
吸

収
解
消
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ウ　

以
上
の
よ
う
な
産
業
廃
棄
物
等

処
分
業
の
許
可
及
び
そ
の
更
新
に
関
す

る
廃
棄
物
処
理
法
の
規
定
の
趣
旨
及
び

て
か
ら
本
件
各
更
新
処
分
が
さ
れ
る
ま

で
の
間
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
法
及
び

関
係
法
令
の
改
正
の
前
後
を
通
じ
て
、

そ
の
実
質
に
差
異
は
な
い
。

イ　

有
害
な
物
質
を
含
む
産
業
廃
棄

物
等
の
埋
立
処
分
を
行
う
施
設
で
あ
る

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

は
、
そ
の
設
備
に
不
備
や
欠
陥
が
あ
っ

て
当
該
最
終
処
分
場
か
ら
有
害
な
物
質

が
排
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ

り
環
境
基
本
法
２
条
３
項
に
い
う
公
害

の
発
生
原
因
と
な
る
大
気
や
土
壌
の
汚

染
、
水
質
の
汚
濁
、
悪
臭
等
が
生
じ
、

当
該
最
終
処
分
場
の
周
辺
地
域
に
居
住

す
る
住
民
の
生
活
環
境
が
害
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
健

康
に
被
害
が
生
じ
、
ひ
い
て
は
そ
の
生

命
、
身
体
に
危
害
が
及
ぼ
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
、
廃
棄

物
処
理
法
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う

な
事
態
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、

前
記
ア
の
と
お
り
、
産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
に
つ
き
、
そ
の
安
全
性
を
確

保
す
る
上
で
必
要
な
技
術
上
の
基
準
へ

の
適
合
性
が
保
持
さ
れ
、
周
辺
地
域
の

生
活
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
た
め
の

規
制
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
産
業
廃
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目
的
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
産
業
廃
棄
物

等
処
分
業
の
許
可
の
制
度
を
通
し
て
保

護
し
よ
う
と
し
て
い
る
利
益
の
内
容
及

び
性
質
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
法
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
を
通
じ
て
、
公
衆
衛
生

の
向
上
を
図
る
な
ど
の
公
益
的
見
地
か

ら
産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
を
規
制
す
る

と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
か
ら
の
有
害
な
物
質
の
排
出
に
起
因

す
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚

濁
、
悪
臭
等
に
よ
っ
て
健
康
又
は
生
活

環
境
に
係
る
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に

受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
個
々
の
住
民
に

対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
な

い
と
い
う
利
益
を
個
々
人
の
個
別
的
利

益
と
し
て
も
保
護
す
べ
き
も
の
と
す
る

趣
旨
を
含
む
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
の
周
辺
に
居
住
す
る
住
民
の
う

ち
、
当
該
最
終
処
分
場
か
ら
有
害
な
物

質
が
排
出
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
に
起
因

す
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚

濁
、
悪
臭
等
に
よ
る
健
康
又
は
生
活
環

境
に
係
る
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に
受

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、
当
該
最
終

処
分
場
を
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
と

て
は
、
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の

種
類
や
規
模
等
の
具
体
的
な
諸
条
件
を

考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
当
該
住
民
の
居

住
す
る
地
域
と
当
該
最
終
処
分
場
の
位

置
と
の
距
離
関
係
を
中
心
と
し
て
、
社

会
通
念
に
照
ら
し
、
合
理
的
に
判
断
す

べ
き
も
の
で
あ
る
（
前
記
最
高
裁
第
三

小
法
廷
判
決
参
照
）。

し
か
る
と
こ
ろ
、
産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
設
置
に
係
る
許
可
に
際
し

て
申
請
書
の
添
付
書
類
と
し
て
提
出
さ

れ
審
査
の
対
象
と
な
る
環
境
影
響
調
査

報
告
書
に
お
い
て
、
当
該
最
終
処
分
場

の
設
置
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
対
象
と

さ
れ
る
地
域
は
、
最
終
処
分
場
か
ら
の

有
害
な
物
質
の
排
出
に
起
因
す
る
大
気

や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
悪
臭

等
が
そ
の
周
辺
の
一
定
範
囲
の
地
域
に

広
が
り
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と

や
、
前
記
ア
ウ
に
お
い
て
み
た
上
記
の

環
境
影
響
調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
る

べ
き
調
査
の
項
目
と
内
容
及
び
調
査
の

対
象
と
さ
れ
る
地
域
の
選
定
の
基
準
等

に
照
ら
せ
ば
、
一
般
に
、
当
該
最
終
処

分
場
の
種
類
や
規
模
及
び
埋
立
て
の
対

象
と
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
等
の
種
類
等

の
具
体
的
な
諸
条
件
を
踏
ま
え
、
そ
の

設
置
に
よ
り
生
活
環
境
に
影
響
が
及
ぶ

お
そ
れ
の
あ
る
地
域
と
し
て
上
記
の
調

査
の
対
象
に
選
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
前

記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
本
件
処
分

場
の
種
類
や
規
模
及
び
埋
立
て
の
対
象

と
さ
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
等
の
種
類

等
は
前
記
２
⑷
の
と
お
り
で
あ
る
と
こ

ろ
、
上
告
人
Ｘ
１
を
除
く
そ
の
余
の
上

告
人
ら
は
、
い
ず
れ
も
本
件
処
分
場
の

中
心
地
点
か
ら
約
１
・
８
km
の
範
囲
内

の
地
域
に
居
住
す
る
者
で
あ
っ
て
、
本

件
環
境
影
響
調
査
報
告
書
に
お
い
て
調

査
の
対
象
と
さ
れ
た
地
域
に
そ
の
居
住

地
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
本
件
処

分
場
の
種
類
や
規
模
等
を
踏
ま
え
、
そ

の
位
置
と
上
記
の
居
住
地
と
の
距
離
関

係
な
ど
に
加
え
て
、
環
境
影
響
調
査
報

告
書
に
お
い
て
調
査
の
対
象
と
さ
れ
る

地
域
が
、
上
記
の
と
お
り
一
般
に
当
該

最
終
処
分
場
の
設
置
に
よ
り
生
活
環
境

に
影
響
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
と

し
て
選
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
上
記
の
上
告
人
ら
に
つ

し
て
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
等
処
分
業
の

許
可
処
分
及
び
許
可
更
新
処
分
の
取
消

し
及
び
無
効
確
認
を
求
め
る
に
つ
き
法

律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
と
し
て
、
そ

の
取
消
訴
訟
及
び
無
効
確
認
訴
訟
に
お

け
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
理
は
、

前
記
⑴
イ
に
お
い
て
説
示
し
た
と
こ
ろ

を
踏
ま
え
る
と
、
上
記
許
可
の
取
消
処

分
の
義
務
付
け
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
解
さ
れ
る
（
廃
棄
物
処

理
法
14
条
の
３
の
２
第
２
項
、
14
条
の

６
参
照
）。

エ　

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の

周
辺
に
居
住
す
る
住
民
が
、
当
該
最
終

処
分
場
か
ら
有
害
な
物
質
が
排
出
さ
れ

た
場
合
に
こ
れ
に
起
因
す
る
大
気
や
土

壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
悪
臭
等
に

よ
り
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
著
し

い
被
害
を
直
接
的
に
受
け
る
お
そ
れ
の

あ
る
者
に
当
た
る
か
否
か
は
、
当
該
住

民
の
居
住
す
る
地
域
が
上
記
の
著
し
い

被
害
を
直
接
的
に
受
け
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
地
域
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て

判
断
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
当
該
住
民
の
居
住
す
る
地
域
が
そ

の
よ
う
な
地
域
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
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い
て
は
、
本
件
処
分
場
か
ら
有
害
な
物

質
が
排
出
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
に
起
因

す
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚

濁
、
悪
臭
等
に
よ
る
健
康
又
は
生
活
環

境
に
係
る
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に
受

け
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
域
に
居
住

す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
上
記

の
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に
受
け
る
お

そ
れ
の
あ
る
者
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ

る
か
ら
、
本
件
各
許
可
処
分
の
無
効
確

認
等
及
び
本
件
各
更
新
処
分
の
取
消
し

を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
前
記
事
実
関
係
等
に

よ
れ
ば
、
上
告
人
X1
の
居
住
地
は
、
本

件
処
分
場
の
中
心
地
点
か
ら
少
な
く
と

も
20	

km
以
上
離
れ
て
お
り
、
本
件
環
境

影
響
調
査
報
告
書
に
お
い
て
調
査
の
対

象
と
さ
れ
た
地
域
に
も
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
上
記
の
よ
う
な
本
件
処
分
場
の
種

類
や
規
模
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
位
置
と

上
記
の
居
住
地
と
の
20	

km
以
上
に
も

及
ぶ
距
離
関
係
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
同

上
告
人
に
つ
い
て
は
、
本
件
処
分
場
か

ら
の
有
害
な
物
質
の
排
出
に
起
因
す
る

大
気
や
土
壌
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、

悪
臭
等
に
よ
る
健
康
又
は
生
活
環
境
に

許
可
処
分
及
び
本
件
各
更
新
処
分
の
適

法
性
等
に
つ
い
て
審
理
さ
せ
る
た
め
、

原
判
決
の
う
ち
上
記
の
上
告
人
ら
に
関

す
る
部
分
に
つ
き
、
本
件
を
第
１
審
に

差
し
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

他
方
、
上
告
人
X1
が
本
件
各
許
可
処

分
の
無
効
確
認
等
及
び
本
件
各
更
新
処

分
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有

し
な
い
と
し
て
同
上
告
人
の
訴
え
を
却

下
す
べ
き
も
の
と
し
た
原
審
の
判
断

は
、
結
論
に
お
い
て
是
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
同
上
告
人
の
上
告
は
、

こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

岡
部
喜
代
子　

裁
判
官　

大
谷
剛
彦　

裁
判
官　

大
橋

正
春　

裁
判
官　

木
内
道
祥　

裁
判
官

山
崎
敏
充
）

係
る
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に
受
け
る

も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
域
に
居
住
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
っ
て
、
上
記
の
著
し
い
被
害
を
直
接

的
に
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
当
た

る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
他
に
、
同
上
告

人
が
原
告
適
格
を
有
す
る
と
解
す
べ
き

根
拠
は
記
録
上
も
見
当
た
ら
な
い
か

ら
、
同
上
告
人
が
本
件
各
許
可
処
分
の

無
効
確
認
等
及
び
本
件
各
更
新
処
分
の

取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る

と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

５	
以
上
の
と
お
り
、
上
告
人
X1
を

除
く
そ
の
余
の
上
告
人
ら
が
本
件
各
許

可
処
分
の
無
効
確
認
等
及
び
本
件
各
更

新
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格

を
有
し
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は

こ
の
趣
旨
を
い
う
限
度
に
お
い
て
理
由

が
あ
り
、
原
判
決
の
う
ち
上
記
の
上
告

人
ら
に
関
す
る
部
分
は
破
棄
を
免
れ

ず
、
ま
た
、
上
記
の
上
告
人
ら
に
つ
い

て
本
件
各
許
可
処
分
の
無
効
確
認
等
及

び
本
件
各
更
新
処
分
の
取
消
し
を
求
め

る
訴
え
を
却
下
し
た
第
１
審
判
決
も
取

消
し
を
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
件
各


